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1. 研究背景と目的 

交通行動の選択肢を増加させることは、よい影響

をもたらすと考えられてきた。しかし、選択肢を増加

させることはよい影響だけをもたらすとは限らない。

選択肢数や選択肢それぞれが持つ情報量（以下、「付

帯情報量」とする）が増加することで、与えられた情

報を理解したり意思決定したりすることが困難とな

ることが指摘されている。1)2)このような状態は「情

報過負荷」と呼ばれ、納得のいかないまま選択をした

り、最終的な決断へと結びつかず選択を放棄したり

するといった影響が生じ得る。選択肢が多く提示さ

れる場面の例として、高速バスや国際線航空券を購

入する時などが挙げられる。 

情報過負荷による影響を、選択した結果から読み

解くことは出来ない。交通は派生需要であるため、移

動の目的を達成するため情報過負荷に陥ったとして

も選択の放棄は出来ないからである。そこで、最終的

な決断の動機付けが低下するのは最良の選択を行う

という意識から心理的な負担が加わるためである、

という知見 1)をもとに、心理的影響を用いて評価す

ることとした。 

 以上より本研究は、交通行動を選択する時におい

て、選択肢数・付帯情報量と心理的影響との間にどの

ような関係があるか検証することを目的とする。こ

の関係性が明らかとなれば、心理的影響を軽減出来

る選択肢数・付帯情報量の提示について検討をする。 

 

2. 心理的影響の評価指標 

 心理的影響の評価指標として STAI アンケート調

査（以下 STAI）を考える。Spielberger 教授が体系

づけたものから肥野田らが作成した、日本語版のも

のを用いた。STAI の状態不安尺度測定では、「今ま

さに、どのように感じているか」「将来直面する可能

性がある仮想場面でどのように感じるか」を評価す

ることが出来る。3)4 段階の重み付けがされた 20 項

目の質問に回答することで 20～80 点で不安度が評

価される。高得点であるほど不安である。 

 

3. 実験方法 

実施日：2015年 12月 10日・11日 

被験者：大阪大学学生 55名 

目的を達成するため、交通行動の選択肢として高

速バスの選択肢を提示し、選択をした時の心理的影

響を STAI で計測する実験を行う。提示する選択肢

数・付帯情報量を変化させた選択肢ごとで心理的影

響の計測を繰り返し行い、計測結果を比較すること

で、選択肢数・付帯情報量と心理的影響との関係を検

証する。高速バスの選択肢は、選択肢数を 3,5,7,9,15

の 5段階、付帯情報量を 3 段階考え、これらを掛け

合わせた 15種類を設定する。付帯情報量は情報量が

少ない順に a,b,cとし、それぞれの内容は以下の通り

である。 

a：発着時間・所要時間・料金 

b：aの内容に加え、座席の種類 

c：bの内容に加え、各種サービスの有無 

これらは、実存する高速バスを販売するホームペ

ージなどを参考に設定したものである。また実験を

行うにあたって、Excelの乱数を用いて選択肢の提示

順をランダムにすることで、試行順序による影響を

除外した。更に、実際に選択する時と近い状況で回答

を求めたいため「大阪から東京へ友人に会いにいく」

という移動目的を設定した。 

 

4. 分析手法 

 実験から得られた STAI の得点は被験者によって

平均値の差が大きく、そのままの値では分析出来な

かった。そこで個人差による影響を峻別するため、各

得点を被験者ごとの得点の平均値を基準値とした変

平成28年度土木学会関西支部年次学術講演会

Ⅳ- 13



 

化率へと変換し、これを用いて分析を行った。 

 分析は、付帯情報量と心理的影響との関係性、選択

肢数と心理的影響との関係性、付帯情報量と選択肢

数の交互作用についてを対象として行った。 

 

5. 分析結果 

 まず付帯情報量と心理的影響との関係性について

検証した。付帯情報量が増加すると心理的影響は減

少することが読み取れた（図 1）ため、スピアマンの

順位相関係数で分析すると 5%水準で負の相関関係

が有意となった。また、選択肢数と心理的影響との関

係性については、ピアソンの積率相関係数で分析し

たが有意な関係性は得られなかった。 

 次に、付帯情報量と選択肢数の交互作用について

検証した。まず交互作用があるか確認するため二元

配置分散分析を行ったところ、10%水準で有意とな

った。次に交互作用に関する考察をするため、付帯情

報量ごとに選択肢数と心理的影響との関係性をグラ

フ化した。（図 2）これをもとに、付帯情報量ごとで

選択肢数と心理的影響との関係性についてピアソン

の積率相関係数で分析をした結果、付帯情報量 a で

は負の相関関係が、付帯情報量 b,c では正の相関関

係が有意となった。（表 1） 

 

ただしこれは、選択肢数 3,5,7,9から得られたデータ

のみを対象とした場合であり、選択肢数 3,5,7,9,15全

てのデータを対象として同様の分析をした場合は、

相関が弱まることが確認された。 

 

6. まとめ 

 本研究では、選択肢数・付帯情報量と心理的影響と

の関係性について、以下のことが考察出来た。 

 まず、付帯情報量が増加すると心理的影響が減少

することが明らかとなった。また、実験で用いた付帯

情報量は実存するホームページなどを参考に出来る

だけ多く設定したため、この量を上回って提示され

ることは考えにくい。よって、少なくとも高速バスの

選択においては、このことは十分に言えると考える。 

 また、選択肢数・付帯情報量の間に交互作用が確認

された。付帯情報量が多い時は選択肢数が増加する

と心理的影響が減少し、付帯情報量が少ない時は選

択肢数が増加すると心理的影響も増加することが明

らかとなった。 

以上より、心理的影響を軽減させるためには付帯

情報量を増加させるべきであるが、その際には選択

肢数を多く提示しないようにする必要があると考え

る。 
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図 1 付帯情報量と STAIの変化率のグラフ 

表 1 付帯情報量ごとでの、 

選択肢数 3,5,7,9と STAIの変化率の分析結果 

付帯情報量 a b c 

r値 -0.109 0.152 0.139 

t値 1.62 2.27 2.08 

p値 0.0530 0.0122 0.0194 

有意水準 10% 5% 5% 

 

図 2 付帯情報量別の、 

選択肢数と STAIの変化率のグラフ 
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